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はじめに

本稿では､大阪高等工業学校の入学者選抜制度の歴史の概略を述べる｡

大阪高等工業学校 と称した学校は､歴史上2校存在したOその最初の学校は､1896(明治29)

年に大阪工業学校 として創立 され､1901(明治34)年に大阪高等工業学校と改称した学校であ

る｡ この大阪高工 は､1929(昭和4)年3月に廃止され､同年4月に発足 した官立の大阪工業

大学の母胎となった｡大阪工大は1933年3月に､大阪帝国大学工学部となった｡今日の大阪大学

工学部の前身である｡ (大阪帝国大学が設立されたのは1931年6月で､医学部､理学部の2学部

で出発した｡ )本稿でとりあげるのは､この､阪大工学部の源流となった大阪商工である｡
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もう1つの大阪高等工業学校は､1939(昭和14)年に設立された同じく官立実業専門学校で

あるoこの大阪高工は1944年4月に大阪工業専門学校と改称､戦後の学制改革に伴い､1949年

には他のいくつかの学校とともに浪速大学設立の一翼をになった01955年には大阪府立大学と敬

称し､今日に至っている｡本稿では､この2度目の大阪高等工業学校については､以後言及しない

こととする｡

大阪工業学校は､東京工業学校についで2番目の官立工業学校として設立された｡

大阪工業学校が設立された1896年当時､工業の専門教育を行なう学校としては､東京=箕

学校のはかに､第三高等学校工学部があった｡ この工学部は中学校卒業程度を入学資格とする

修業年限4年の学校であったO三高工学部は1894(明治27)年に設置され､1900(明治

33)年に廃止された.三高工学部を専門学校の一種と考えると､大阪工業学掛 まこの種の官

立学校として第3番目に設立された学校ということになる｡

なお､大阪工業学校設立の翌 1897(明治30)年には第五高等学校にも工学部が設置され

た｡五高工学部は1906(明治 39)年に五高から分解独立して熊本高等工業学袴となった｡

ところで､ここでとりあげる大阪高工は､後述するように､発足当初から1899年までは高等小

学校卒業 (当時は尋常科4年､高等科4年 )を入学資格 としており､後の専門学校よりは低度の実

業学校であった｡本稿ではこの時期にさかのぼって述べる｡本稿が依拠する主たる資料は同校の毎

年の 『学校一覧』であるが､同校のそれは東京高工の 『学校一覧』と違って入学者選抜に粥する記

述が薄く､他に適切な資料が見当らないので､本稿の記述 ･分析も概略の程度にとどまらざるを得

ない｡

なおここでは､本科の入学者選抜についてのみ述べる｡外国人の入学者選抜については省略する｡

1. 前 期大阪工 業 学校 の入学者選抜 制度 (1896-1899)

1896(明治 29)年に創立された大阪工業学校は､東京工業学校とは違って､高等小学校卒業

を入学資格とする修業年限4年の学校であった｡当時の小学校は､尋常小学校4年､高等小学校4

年であった｡創設当初の大阪工業学校は後の専門学校に相当する学校ではなく､後の実業学校令下

の工業学校に相当する学校であった｡その目的 も､ ｢本校ハ上等職工及職工長ヲ養成スル所 トス｣

とされた｡本稿ではこの時期を前期大阪工業学校の時期と呼ぶ｡

設立当初には下記のような2部､6科がおかれた｡

機械工芸部 樺械科
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化学工芸部

応用化学科

染色科

窯業科

醸造科

冶金科

当初の入学関係の規則は以下の如くであった( 『大阪工業学校一覧 明治3()～31年』による｡

なお明治29-3O年の 『一覧』未見 )0

第二十条 入学ノ期ハ毎学年ノ姶メ一回 トス

但入学試業ノ期日ハ其都度之ヲ定 ム

第二十一条 本校二入学スルコトヲ得ル者ハ其年齢満十四年以上滞二十五年以下ニシテ高等小学

校卒業以上ノ学力ヲ有シ品行方正身体壮健ニシテ入学就業二及第シタル者二限ル

第二十二条 入学式業科目ハ左ノ如 シ

ー 読書 附筆記 漢字交 リ文

一 作文 書腺文 漢字交 リ文

一 算術 (四則､分数､小数､比例､百分穿､開平､開立､求横 )

一 代数 (定義､符号､括浬用法､加減乗除法､一元一次方程式 )

一 塊何 定義､公理､直線､直線形

一 物理 大意

- 英語 凡ナショナル第三読本ノ程度

- 図画 自在画 (臨写模写 )

用器画 (平面競何画法､投象画法初歩 )

但修業年限招個年 ノ高等小学校ヲ慈業セス又ハ尋常中学校第二年級ヲ修了セサル者二対 シテ

ハ前項ノ学科ノ外地理歴史ヲ課ス

第二十三条 入学試業ヲ受ケントスル者ハ受験料トシテ金武円ヲ納ムヘシ

但自己ノ都合二依り試業ヲ受ケサルコトアル毛既納ノ受験料ハ返付セス

第二十四条 入学式業ヲ受ケントスル者ハ入学願書 (甲号書式 )ニ履歴書 (乙号書式 )及受験料

相添へ本校へ差出スへシ

〔書式-略〕

この規則で注目すべ き点を整押してお こうO

① この時期の同校の ｢学年ハ九月十一 日二始 り翌年九月十日二終ル｣ とされていた｡当時は､高等

師範学校を除くほとんどすべての官立学校が9月11日始期制を採用していT=から､それにな らっ

T=ものと思われる｡なお､等 しく9月11日始期制とはいって も､大阪工業学校の方式 と､東京エ
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業学校のように9月11日から7月10日までを学年の期間とし7月11日から9月10までを休業

とする方式とがあったことをつけくわえておく｡

入学試業の実施時期については､初期の 『学校一覧』には記載されていない｡

② 入学資格 としては､

a)滞14歳以上満25歳以下

b)高等小学校卒業以上の学力あること'

C)品行方正身体壮健であること

d)入学試業に及第すること

の4箇条が掲げられている｡年齢については下限だけでなく､上限 も定められていることに注目し

たい｡

b) の条件については､これは高等小学校卒業という学歴を定めているのではな､く､学力につい

ての要求水準をしめしているに過ぎないことに注目する必要がある｡学力自体は､高等小学校卒業

者についても改めて入学試業と称された学力検定試験が課されるのである｡

｢品行方正身休壮健｣を要件としていることは､戦前の学校の通例である｡しかし､ ｢身体杜

の名で､身体に障害ある者が排除されていたであろうことには注目しておくべきであろう｡

入学資格の規定に関して注目すべきことは､条文に見る限 り女子が排除されていないことであ

(東京工業学校 もそうであった｡ )これが女子の入学を認める意であったのか､男子のみであ

とを当然祝して明記しなかったのかを判断すべき材料はない｡『学校一覧』記載の生徒氏名､
地統計等には男女の区分はなく､また女子と推定されるような氏名はほとんどない｡

③ 入学試業は､高等小学校卒業あるいは尋常中学校2年修了の学歴を持っ者には､読書､作

算術､代数､幾何､物理､英語､図画の8科目について実施された｡ この学歴を持たない者に‡

このほかに地坪 ､ ノ歴史が課された｡広い範囲にわたって学力試験が実施されたわけである｡

(彰 大阪工業は､発足当初は前述のように6学科編成であった.規定や願書の書式にみる限 り､

2､第3志望を認めていた形跡はない｡

⑤ 規定にみる限 りでは､入学試業が学力検定試験の性格をもつものだったのか､競争試験を

ものだっT:のか､判然としない｡,初期にづいては､入学志願者の統計がないので､■実態面から

試業の性格をおしはかることもできない｡
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後 期 大 阪工 業 学校 の入学 者選 抜 制 度 (1900-1902)

1899年の学則改正

大阪工業学校では､1899(明治 32)年 6月に前述のような大規模な改革 を実施した｡学校の

教育目的を ｢本校ハ将来工業二従事スへキ者ヲ養成スル所 トス｣と改め (規則第-条 )､入学資格

を蕗等小学校卒業 (当時は､なお､尋常小学校 4年､高等小学校4年であった )から中学校卒業に

引きあげ､修業年限を4年から3年に短縮し､学科課程を全面的に改訂した｡また新たに､船体科､

樺的科の2科からなる造船部を設置した｡従来の6学科から8学科になったわけである｡ただし､

この1899年には旧学制による生徒が入学しているので､新学制は翌 1900年の入学生から適用 さ

れたものとお もわれる｡

新しい規則の入学関係の条文は以下の如 くであった｡

第二十七条 入学ノ期ハ毎学年ノ始メ一回 トス

但シ入学試業ノ期日ハ其ノ都度之ヲ定ム

第二十八条 本校二入学スルコトヲ得ル者ハ其年齢満十七年以上満二十五年以下ニシテ品行方正ナ

ルハ勿論第二十九条ノ入学試業二合緒シ又ハ第三十条ノ資格ヲ膏シ体格検査二合蕗シタル者 ト

ス

第二十九条 入学試業学科目ハ左ノ如シ

但シ試業ハ中学校卒業ノ程度二依ル

ー 読書 一 作文

一 算術 - 代数

- 幾何 - 三角

一 物理 一 化学

- 図画 - 英語

第三十粂 道庁府県立中学校又ハ本校二於テ適当卜認メタル郡､市､町､村､私立中学校ヲ卒業

シ当該学校長二於テ其ノ卒業者タルコトヲ澄明シタル者ハ入学試業 ヲ要セス

第三十一条 前条入学志願者ハ便宜ノ地二於テ病院又ハ医師二就キ体格検査ヲ受グへシ

第三十二条 入学試業二合格 シタル者及ヒ第三十条二依り入学ヲ許スへキ者ハ各募集人員ノ半数

トス

第三十三条 入学試業二合格シタル者募集人員ノ半数二滴タサルトキハ第三十条ノ志願者ヲ以テ

之二充テ第三十条ノ志願者募集人員ノ半数二滴タサルトキハ入学試業二合格シタル者ヲ以テ之

二充ツル者 トス

第三十四条 第三十条ノ志願者募集人員ノ半数ヲ超過シタルトキハ左ノ課目二就キ試業ヲ行ヒ優
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等ノ者ヨリ順次入学ヲ許スへシ

但シ試業ハ中学校卒業ノ程度二依ル

ー 数学 一 物理

- 化学 - 図画

- 英語

第三十五条 入学試業ヲ受ケントスル者ハ受験料 トシテ金武円ヲ第三十条二依り入学セントスル

者ハ検定料 トシテ金壱円ヲ納ムへシ

但シ病気或ハ自己ノ都合こ依り試業ヲ受ケス又ハ願書ヲ取消スコトアルモ己納ノ受験料又ハ

検定料ハ返付セス

第三十六条 入学試業ヲ受ケントスル者ハ入学願書 (甲骨書式 )ニ履歴書 (丙号書式 )及ヒ受験

料相添へ本校へ差出スへシ

第三十七粂 第三十条二依り入学セント欲スル者ハ入学願書 (乙号書式 )ニ履歴書 (丙号書式)

当該学校長ノ澄明書体格検査苦 (丁号書式)及検定料相添へ本校へ差出スヘシ

〔書式省略1

(『大阪工業学校一覧 従明治32年至明治33年』1899年12月､による)

この規則の特徴は､次のように要約することができよう｡

(お人学資格の定め方が複雑である｡

まず基礎資格というべきものとして年齢の下限と上限を定め､品行方正であることを求めている｡

年齢の下限は､旧課程より一挙に3年引きあげられた｡これは､後述のように学歴の程度を高中卒

から中卒に引き上げたことに対応している｡25歳という上限は変更されなかった｡年齢の下限を

定める方式はこの時期の殆どすべての学校にみられたが､上限を定める方式は､東京高等工業には

みられたが､高等学校､高等商業学校にはなかった｡

この時期の東京高等工業もそうであったが､明文をもって女子を排除してはいなかったことが注

目される｡これは､女子の入学を認める趣旨ではなく､女子の入学希望者があることを予測してい

なかった意と解される｡

以上の基礎資格をもつ者のうち､学校の行なう学力試験に合格 した者､または道府県立あるいは

本校が認める他の公私立中学校の卒業者は無試験で入学させる､としている｡

②中学校卒業の学歴のない者 (こ こには当然に工業学校卒業者 もふくまれる)には､読書､作文､

算術､代数､幾何､三角､物理､化学､図画､英語の10科目の学力試験が課される. これにたい

し､中卒者には､その志願者が定員内ならば試験は課されないが､志飴者が定員を超えたときには､

数学､物理､化学､図画､英語の5科目の試験が課される｡

③学力試験合格者と有学歴者の入学定員は､それぞれ全入学定員の半数である｡ただし､学力誠
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検合格者が定員に満たなければその欠員部分に有学歴の志願者を入学させるし､また逆に有学歴の

志願者が定員に満T=なければその欠員部分に学力試験合格者を入学させる､としている｡

また､有学歴の志願者が募集定員を超えたときには､中卒程度で5科目の試験を課し､その成績

順に入学させるとしている｡この規定の通りだとすると､学力試験の合格者がひじょうに少なくて

大幅に欠員部分があるのに､有学歴の志願者が僅かでも定員の半数を超えた場合には選抜のための

試験を課すかのように解される｡残念ながら､大阪商工の入学志願者の学歴別内訳は知られていな

い｡

①規定によると､学歴のない者は学力試験のはか(学校が行なう)体格検査を受けなくてはなら

ないが､中卒者は病院等で体格検査を受けなくてはならない｡

なお規則には､口頭試問に関する条項がないので､これを実施しなかったのかと患われる｡

(参本校は､大阪工業学校として発足しTこ当時は2部6科､1899年からは3部8科編成となっT=.

19()3(明治36)年からは部編成をやめ､8学科となった｡なお同年より従来の船休科は造船科

に､機関科は舶用機関科となった｡このように学科が複数並置されている場合には､出願時に索2

志望以下を認めるのかどうかが問題となるが､規則にはこれに関する条項はみえない｡まT:｢明治

35-36年｣の 『学校一覧』に収録されTこ｢入学志願者心得｣に､ ｢本校二入学セントスル者ハ規

則第二条ノ教科二就キー科ヲ選ヒ出願スルコトヲ要ス而シテ一旦撰定シタル教科ハ入学後如何ナル

事情アルモ之力変更ヲ許サ､レハ--｣とある｡各年の科毎の入学者数に著しい偏りがあったとこ

ろをみると､出願を1科に限定したのは当初からの方式であったと思われる｡

入学資格を一挙に引き上げ丁こ1899年にも出願者は減少せず､平均競争率は2.25倍 となった｡

1900(明治33)年に入学志願者が初めてlnn名を割った背景は必ずしも明らかでない｡これ以

後､大阪高工の入学志願者数は､ほぼ一貫して増加の一途を辿っている｡

学制改革に伴う過渡期

学校制度が改編されると､現にある学校に学んでいる生徒が大 きな影響を受けることがある｡近

くは､1948(昭和 23)年4月に旧制高等学校に入学した生徒は､この年度末をもって旧制高校

という学校制度が廃止されたため､全員が1年修了をもっていわば放 り出され､1949年に発足し

た新制大学を攻めて受験しなければならなかっ丁二という例があった｡ (なお1947年に旧制高校に

入学した者はb1950年3月に卒業し､旧制大学最後の受験の機会が与えられた｡ )

大阪工業学校では､1899(明治32)年の年度途中で､入学資格を高中卒から中卒に引き上げ､

鯵業年限を4年から3年に短縮するという大きな改革が実施された｡当時の中学校は高等小学校 2

年修了を入学資格 とする修業年限5年の学校であったOしたがって､尋常小学校入学から大阪工業

学校卒業までの正規のルートの修業年限は､旧課程では12年､新課程では14年であった｡ところ
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が･｢明治32-33雄 ol'膵 校一一別 等に よると､大阪工業学校では､1899年には旧課倒 )4,lfJ=E

を斬那 抽 3年'-Lに位置づけ､彼 らを19U(1(明治33)年7月に新課程の第 1垣座 業生 として送

り出している01899'IF.までに旧課酢 e=入学 し順調に進級 LTこ者は､ 6か年在学 したO-)でEiなく､

在学期間4か仔で､つまり19°｡年以降に新課程に入学 し丁二者よりも尋削 ＼学校入学から数えた睡

業朋 美で2か征 もbJ-かいまま､新課程の修 J/者 として卒業 7JTこのであrT=o旧課程時代に入学しT:

者にとつては思わぬ福音であっT=に相違ないが､学校側にしてみれば､このような措置をとり得る

程に､はじめか ら朽腰 の高い授業をしていT二ということだっTこのであろう.

いずれにせよ､過渡期にこのような措置が とられたために､大阪工業学校では旧課程の卒業者は

結局 1人 も出なかったわけである｡

H.専 門学 校 令 時 代 の 大 阪 高 工 の 入 学 者 選 抜 制 度 (1903-1928)

1903年の入学者選抜制度改正

19.()3(明治36)年3月に専門学校令が公布 され､同年4月 1日か ら施行 された｡これにより､

男子に7いては中卒､女子については修業年限 4か年以上の高女卒を入学資格 とする修業年限 3か年

以上の ｢高等ノ学術技芸ヲ教授スル学校｣は統一的な規制の もとにおかれることとなった｡

文は以 卜の如くであるo (この改正_規則は1903年9月11E]か ら恥行 されたが､ この1903年の入

学者過按は附則により改正規則によって実施された｡ )

第九条 入学ノ期ハ毎学.年ノ始メ トス

第十条 本校二入学スルコトヲ得ル者ハ品行方正年齢満十七年以上ノ男子ニシテ左記ノ内其一一二

該当シ什ツ撰抜試験放体格検査二合格スルヲ要ス

ー 中学校 ヲ卒業 シタルコト

二 工業学校ヲ卒業 シタルコ ト

三 専門学校入学者検定規定二依ル試験検定二合格 シタルコ ト

V_q 明治=_卜TL咋文部省告示第八 仁二号高等学校大学~銅;i入学予備試験二合格 シタルコト

第 卜一条 撰抜試験ハ中学校卒業ノ程度二依り左ノ学科目二就キ木枠二於テ之ヲ行フ

一 同話 読書､作文

一 基語 書取､文典､訳解

-- 図画 自在画､jf用紺ii
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第十二条 撰抜試験ヲ受クル者ハ受験料 トシテ金武円ヲ納ムへシ

但一旦納メタル受験料ハ如何ナル事情アルモ返付セス

この改正規則については､以下のような特徴を指摘できよう｡

①従来の入学資格規定にみられた年齢制限の上限が撤廃された｡

(参入学資格が明文をもって男子に限定された｡

③受験資格を申学校卒､工業学校卒､専検の試験検定合格者､高校大学予科入学予備試験合格者

に限定し､ これらの者はすべて学科試験 として行なわれる選抜試験と体格検査とに合格することを

要求された｡ (なお､高校大学予科入学予備試験の制度は1か年実施されただけで1903年 4月に

は舜止された｡しかし大阪高工の受験資格からこの項が削除されるのは1908年からであった｡ )

頼定にいう｢撰抜試験｣が一定の学力を要求する学力検定の意義をもつのか､競争試験の意義なの

かははっきりしない｡

なお｡十条二号の ｢工業学校卒業者｣という規定は1908年から専検の無試験検定合格者と変更

された(これは実質的な変更ではない )0

④当時の多くの学校にみられた口頭試問がないことも､注目してよいことかも知れない (高校に

も口頭試問はなかった)0

学科試験

1903(明治36)年の規則にみられるように､同年から大阪高工の入学者選抜は､中卒､工業

学校卒､またはこれと同等以上の学力ありと検定された出願者につき､選抜試験としての学科試験

と体格検査を行なうことで実施された｡体格検査は､体格のよい者を選ぶのが目的ではなく､体格

の悪い者､虚弱者を排除するのが目的であったと考えられる｡したがって体格検査には競争試験の

意義はなく､選抜は学科試験の成績が最 も重要な重みをもったものと考えられる｡

なお大阪商工では､学則や入学者選抜実施要項などにみる限 り､1912(_明治45)年に始まっ

た無試験検定入試を除くと､選抜試験の一環としての口頭試問は実施しなかった｡

大阪高工は入試の学科試験科目を毎年その都度定める方式はとらず､予め学則に定めていた｡専

門学校程度の学校になってからのその科目を年代ごとに整理すると表 1の如くであった｡

1899(明治32)年から1902し明治35)年までは､数学､物理､化学､図画､英語の5科目

が課された｡ (もっとも､のちには ｢物理及化学｣という科目で表示されるから､科目の静にはあ

まり大きな意味はない｡ )専検の試験検定制度の発足以前なので､申学校卒業者以外の者には(し

たがって工業学校卒業者にも)読書､作文､算術､代数､幾何､三角､物理､化学､図画､英語の

10科目が課された｡中卒者に対する試験よりも､読書､作文が余分手を課されたとみて よいであろ

う｡



表 1 大阪商工の入試の学科試験科目(1899-1928)

咋 代 手一 日

1899-19O2 il;数学l1 li物甲 l tIl化学 llt l lト的 Jll英詐

(巾卒以外の者には.深B,作文.節軌 代数.財 ig.三fll,.物軌 化学.固執 英翻J)

1903.-19()8 榔 (諾 .芸) 物叩及化学 耶(JT.蛋-S冨)

1909.-1914 物P肋と化学 輯 J芸衰≡)I:
1915.-1927 物理学 化学 71)が雨 榔(-買x慧

各畔の ｢学蚊一党｣による｡

1903(明治 36)年からは､すべての受験者に国語､数学､物理及び化学､図画､英語が課さ

れた｡｢物理及化学｣という科目表示は､1894(明治 27)年改正の ｢尋常中学校ノ学科及其程
度｣の表示にしたがったものであろう｡ この表示は､19nl(明治 34)年の中学校施行規則にそ

のまま継承されている｡ .なお当時の中学校の科目表示では ｢国語及漢文｣であり､高校入試では実

際に国語と漢文とが課されていた｡大阪高工では漢文は課されなかった｡

･1909(明治 42)年からは､数学､物理及化学､図画､英語の4科目となった｡つま り従来に

比較して国語がなくなった｡

1915(大正･4)年から､物理と化学が別個の科目と数えられ､従来の図画は自由画を除いた用

器画と改正された｡これは1927(昭和 2)年の入試まで続いた｡

文部省は1927年に､中等学校入試､高校入試､専門学校入試に関して改善を促す一連の通牒を

出した｡官立実業専門学校入試については､実業専門学校長会議を経て27年 11月22日に ｢実業

専門学校試験制度改正こ閑スル件｣ (発専第141号 )という次官通牒により｢官立実業専門学校

入学者選抜方法要項｣をしめした｡その要点は以下の如くである｡

伸入学者の選抜は､志願者の入学前の学業成績と選抜試験の成績とを考査して決めること｡志願

者の一部を入学前の成績のみで選抜してもよいこと｡

⑧入学前の学業成績と選抜試験の成績とは対等の価値あるものとして扱うこと｡

巧)口頭試問の方法により人物考奄を行なってよいこと｡
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(参志節者には身体検査を施行すること.

(釘選抜試験期日は大体現行の通 りとすること｡

極)選抜試験科目は4科目以内とすること.

⑦選抜試験問題は各学校で作成し､暗記に偏するものを避け理解､判断､推理の能力を試すを旨

とすること､など｡

この実施要項中には､学校毎にすでに実施しているものもあり､実施されていない条項について

は1928年度入試か ら少しずつ実施に移された｡専門学校側にとって最 も問題となったのは､(事項

であった｡無試験検定志貯者のみでなく試験検定志願者に対しても在学中の成績証明書の提出が求め

られるようになったが､その活用の実際をしめす資料が発表された例は管見の限りでは知られてい

ない｡

1928年の入試は､大阪高工としての最後の入試であった｡選抜方法のうち前年までと違ったの

は､試験科目が1科目､用捨画がなくなったことだけのようであった｡

体格検査(身体検査 )

前期大阪工業学校時代の学則には入学資格として ｢身体壮健｣であることを要求していたが､入

学者選抜に際して体格検査を実施していたかどうかは明らかでない｡

後期大阪工業学校時代の学則では､入学資格の一つとして体格検査に合格することが必要だと明

記されるようになった｡志願者が定員以内なら無試験の中卒の志願者の場合には､ ｢便宜ノ地二於

テ病院又ハ医師二就キ体格検査ヲ受クへシ｣とされT=｡検査を受くべき事項は指定されたが､合頑

の基準は示されなかった｡

1903年以降すなわち専門学校令となってからの学則によると､すべての志願者が学校で行なう

体格検査に合格することが要求されるようになった｡ この時期の選抜試験の日程が比較的長かった

のは､体格検査の日程をふくんでいたからではなかったかと思われる01912年から始まった無試

験検定入試においても､身体検査が行なわれたことはいうまでもない0

なお､ ｢体格検査｣は1908(明治41)年改正の学則から ｢身体検査｣と攻められた｡

身体検査の合香の基準は､ ｢明治42-43年｣の 『学校一覧』記載の ｢入学志願者心得｣のなか

にその概略が示されるようになった｡関連部分は次の如くである｡

身体ノ健全ナラサルへカラサルコトハ言ヲ待タサル所ニシテ若シ身体健全ナラサランカ在学

中ノ成績如何こ優秀ナルモ卒業後充分二之ヲ発挿スルコト能ハサルノミナラス在学中 卜維 トモ

多クハ疾病二確り遂二半途退学ノ止ムヲ得サルモノアルニ至ルへシ故二本校二於テハ左記各号

ノ内其ノーニ該当スル者ニハ入学 ヲ許サズ

ー 視力ハ両眼 トモ眼鏡ヲ使用シ斯氏試視力表三十分ノ二十以上ヲ見能ハサルカ戒ハ排色力不
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完全ナルモノ

- 身体薄弱又ハ胸囲轟虚ノ差五仙迷以下ノ者

- 呼吸器病 (昧往ノ肋膜炎ハ全治後二ヶ年二達セサルモノ )､心臓病､ トラホーム､重症卿

気､頑痛､何優病苦ハ伝染性皮膚病等ノ疾患アルモノ

ー 聴カニ障害アルモノ(片側ニチモ )

- 高度ノ詑語其他不具ナル者

上記のうち一号は ｢大正2-3年｣の 『学校一覧』より ｢近眼八度ヨリ弱ヰ者又ハ堺色力不完全

ナルモノ｣に､また五号は ｢大正3-4年｣の 『学校一覧』よi)｢高度ノ吃語其他学修上不適当卜

認メタル者｣とそれぞれ改められた｡五号は差別的な用語を改訂したものであろうo全体として実

質的な改訂ではなかったといえよう｡

この規定は ｢大正8-9年｣の 『学校一覧』まで記載されておLり､以後の 『学校一覧』には ｢入

学志願者心得｣自体が記載されなくなった｡もちろん1921(大正 10)年以降 も身体検査は行な

われており､基準が公表されなくなっT=だけのことであるO

身体検査で不合格とされた者がどのくらいあったかなどのデータは知られていない｡身体検査の

合香の基準が公表されていた例は少ないので紹介したものである｡

入学者選抜の日程

大阪高工の入学者選抜の日程は､1帥2(明治35)年までについては未詳である｡1903年以

降は各年の 『学年一覧』に入学者選抜の日程が記載されている｡ これによると､19(13(明治36)

年の選抜試験は9月1日から実施されているが､翌 1904年からは毎年6月下旬から7月上旬にか

けて実施されている｡

この時期の大阪高工の学年始期は9月11日であり､下級学校である中学校 (そしておそ らく工

業学校 も)の学年は4月1日から翌年3月31日まであったから､選抜期日を設定する際の選択幅

は大きかっだ筈である｡この時期の官立高校の入試 (学科試験 )期日は7月10日ないし11日頃か

ら開始されていたから､大阪高工の選抜試験の日程は官立高校より前に設定されてい丁こわけである｡

なおどういうわけか､願書出願期日は一定していなかっT=｡

大阪高工の入学者選抜日程は1911(明治44)年から大きく変わり､4月上旬に実施されるよ

うになっγこ｡4月に試験を実施する方式は､無試験検定入試が導入された1912年以降にも継承き

た｡すなわちこの年から､無試験検定の丁こめの口頭試問と身体検査は4月6日に､試験検定は4月

7日から実施されるようになっT=｡この時期の大阪高工の学年暦では､4月7日までは春季休業と

されてい丁こ｡入学者選抜は春季休業中から3学期の初めにかけて実施されるようになったわけであ

る｡ この時期の大阪商工の入学者選抜の日程は表3の如くであった｡
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表2 大阪高二の入学者選抜の日程 (1900-1910)

願 書 受 付 適 抜 試 験 由 典 (学校一覧 )

1900(M33) 5月初旬より官報,新聞に.広告する 『明治32-33年』9.37

1901( 34) 時々官報,新聞に広告する 『明治33-34年』p.35

1902( 35) 5,6月頃官報,新聞に広告する 『明治34LJ55r年』p.36

1903( 36) 8/1-8/20 9/1ヨリ 『明治35人J36年』.9.40-42

1904( 37) 6/1′-6/20 6月下旬乃至7月上旬 『明治36-37年』p.51

1905( 38) 6/1′-6/20 6月下旬乃至7月上旬 『明治37-38年』9.40

1906( 39) 6/10 .-6/25 6/29ヨり 『明治38-39年』p.40

1907(40) 6/17′-6/26 6/29′-7/5 『明治39-40年』.p.38

~1908( 41) 6/20-.6/26. 6/29′-7/5 『明治40-41年』p.39-40

1909(42) 5/1.-5/31 6/26.-7/3 『明治41-42年』p.39-40

1910(.43) 6/1′-6/20 6/25′-7/2 『明治42-43年』p.39-40

各年の 『学校一覧』による

表3 大阪高工の入学者選抜の日程 (1912-1915)

1912(M45) 4/1-4/5 4/6 4/7ヨリ 『明治44-45年』p.36

『明治45-大正2年』の 『学校一覧』は未見O
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学年始期の変更と入学者選抜の日程

大阪高工は､東京商工などとともに､1916(大正5)年から学年4月1日始期制に切替えた｡

明治末期以降に新設された官立専門学校の大部分は､創設当初から学年4月1日始期制をとっていた｡

しかし､それより古い歴史をもつ官立専門学校の学年始期は多様であっ丁こ(段 も多かったのは学年

I:のである(官立高校は1921年から)0

中学校の学年末と専門学校の学年始期とが直接に接続することに年っT=わけであるo このため､

従来と違って入学者選抜期日をいつに設定するかは大 きな問題となったと思われる｡

結果をいえば､入学者選抜は3月中に実施されるようになった0年により多少の違いはあっTIが､

試験検定つまり学科試験は早い年には3月18日から､遅い年には3月27日から始められた｡いず

れにしても3月中に合格者発表が行なわれた｡つまり､入学者選抜は中学校の学年末に実施される

ようになったのである｡3月24､25日頃から始まる年と3月18､19日頃から始まる年 とがあ

ったが､ これは他の学校 とくに他の高等工業の選技期日との閑孫を考慮した選択だったのかも知れ

ない｡この時期の他の学校の入学者選抜期日には不明なものが多いので､詳細は他日を期したい｡

1921(大正 10)年からは高等学校 も学年 4月始期制に転換し､その入学者選抜 も3月中に実

施されるようになった｡したがってこれ以後の大阪高工の入学者選抜の日程に関しては､他の高工

のそれと重なる(重ねる)かどうかだけでなく､高校の選抜日程との関係も問題になってき丁こ｡ こ

れは官立実業専門学校すべてに共通する問題であった｡

官立実業専門学校の入学者選抜方法については､1920(大正9)年5月の直轄実業専門学校長

表4 大 阪 高 工 の入 学 者 選 抜 の 日程

守 願沓受付肋間 灼試験挽定及び同志願者身体挽査 榊試験検定の緒果発表 試 験 検 定 試験検定志節者の身体検査 試験 検 定 の結 果 発 衷 山 9年

1916(T 5) 2/ 1′-3/25 3m6 3̂ 6午後 3/27 3/28 3/29 3/3O ⊆3/31午前 r大正 4-5年lp.37-38
1917(T 6)･3/16′-3/22 3//で3 3/23午後 3/つ4 3/つ5 3/27 3/つ8 3/29年約8時 r大正5-6年Jp.35-36

1918(T 7) 3/10-3/16 3/18 3/18年後 3/19 3/21 3//22 3/23年的8時 r大正6-7年jp.35-36

1919(T 8)3/16.-3/22 3/24 3/24午後 3/25 3//つ7 3/28 .3/29年後 r大iE7-8年111.35-36

1920(T 9)3/10′-3/16 3/17 3/17午後3/17午後 3/18 3/20 3/21 3/22′｢後3/23年後 F大正8-9iFip.35-361921(T10)1922(Tll)1923(T12) 2/16-3/15 3/つ4 3/25 3/27 3//28 Nユ26(192l年1月1lr])2/12′-3/10 3/17 3/19-3/21 3/22 恥98 (1923年l月11日)

1924(T13)2/12-3/5 3/16 3/18-3/つ1 NiL125(1924年1月21円)

1925(T14)2/ 9′-3/5 3/16 3/18′-3/21 NR161(1925坪1月21Fl)

1926(T15) 2/15.-3/10 3/つ1 3/23-ノ3/26 N1196(1926年1月21∩)

1927(S 2) 2/ 1-ノ2/28 3/16 3/17-3./24 一心231(1927年1月21日)

1920年までは各Efiの r学校一･覚｣による｡1921年以附 まr文部鴫糾Jの記す=こよる｡
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会議の重要な課題とされた｡その結果官立高工の選抜日程については､全校を甲組 (東京高工､京

都高等工芸､熊本高工､米沢商工､横浜高工､金沢高工 )と乙組 (大野高工､名古屋高工､桐生高

三､秋田鉱専､東北帝大工学専門部､広島高工 )とに分け､各組の入試を前期 (3月18日か ら5

日間)､後期 (3月24日から5日間)を隔年に相互入替えて施行することを決めた｡前期は官立

高校の入試と重なる日程である｡1921年の入学者選抜はこの方針に沿って､甲組を前期､乙組を

後期として実施された｡大阪商工では試験検定を3月25･27日の両日に実施した｡

前期 ･後期を交互にという方針は翌年 1922年からたちまちくずれてしまった｡帝京高工､京都

工芸のように続けて前期に実施した学校があったからである｡残念ながらこの年の大阪高工の入学

者選抜の日程は目下不詳である｡

官立実業専門学校の入学者選抜の日程は､毎年の学校長会議で議論されたが､統一的､継続的な

方針を確立することは容易でなかっT=ようであった.

1924(大正 13)年､1925(大正 14)年の両年には､全官立高等工業学校は前期つまり官立

高校と同じ期日に入学者選抜試験を実施し7こ｡大部分の高校は官立高校 と同じ3月18日に入試を

始めたが､一部には19日から始めた学校もあった｡

1926(大正 15)年からは､再び官立高工20校をA組､B組に分け､各組の入学試験を前期 ･

後期隔年に実施する方針が採用された｡

1921､22年には連続して入学者選抜試験を前期に実施した東京高工 も今回は､26年に前期､

27年に後期､28年に前期と統一方針にそった｡大阪高工は東京高工とは別の組に入って､同じく

前期 ･後期隔年に入試を実施した｡

無試験検定による選抜

大阪高工は1911(明治44)年6月に｢入学規定｣を改訂し､翌 1912年の入学者選抜か ら従

来通りの学力試験による選抜のほかに無試験検定による選抜方法を併用することとした｡T=だし､

これに伴う学則改正は行なわれなかった｡｢入学規定｣の関係条文は以下の如くであった｡ (｢明

治44-45年｣の 『一覧』の35-36ページによる｡)

入学規定 明治44年6月改正

本校入学二関シテハ当分ノ内本規定二依り入学療定ヲ行フ入学志望ノ者ハ左記各項了知ノ上本

校二願出ツへシ

ー 入学ヲ許可スへキモノハ品行善良志望肇固ナル男子ニシテ左記各号ノ一二該当シ且ツ試験検

定又ハ無試験検定及身体検査二合格ヌルヲ要ス

ー 中学校又ハ工業学校ヲ卒業シタル者

二 専門学校入学者試験検定二合格シタル者
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三 専門学校ノ入学二関シ中学校 卜同等以上ノ学力ヲ膏スルモノト指定セラレタル者

中学校ヲ卒業シタル志願者ニシテ第三学年及第四学年ノ成績首位ヨリ及第者全数ノ各十分ノ

二以内ニシテ卒業成績首位ヨリ卒業者全数ノ十分ノー以内ニアルモノニハ当該学校長ノ澄明ニ

ヨリ無試験検定ヲ行フ但シ無試験検定ニテ入学ヲ許可シタル者ニシテ本校二於ケル成蹟良好ナう

サルモノアルトキハ其出身中学校ヲ卒業シタル入学志願者二対シテハ爾後無試験検定ヲ行ハス

ー 無試験検定ハ学業成蹟其他必要ノ事項ヲ考査シ身体検査ノ上入学ヲ許可ス

ー 無試験検定こヨリ入学ヲ許可スへキモノ､･数ハ各学科募集人員ノ約半数 トス

ー 無試験検定ノ選二漏レタルモノニハ試験検定ヲ行フ但シ身体検査二合格セサルモノハ此限ニ

アラス

一 明治四十五年二於ケル無試験検定ヲ受ケル者ノ身体検査ハ同年四月六日無試験検定ノ選二滴

レタル者及一般志願者ノ学業試験ハ同七日ヨリ本校二於テ之ヲ行フ

この無試験検定による選抜方法に関する規定は､1915年5月の学則改正に際して学則のなかに

ふくめられた｡この学則による選抜は翌 1916(大正5)年から実施された｡

以下に､当初の無試験検定による選抜方法の特徴を整理しておく｡

①無試験検定による選抜は､在学毎の成績‡こついての考査､身体検査､および規定には明記され

ていないが口頭試問の三者を資料 として実施されT=｡ これは既に実施していTこ他校と同様の方式で

あり､1916年以後もそのまま継承された｡

⑧出願資格は､中学校卒業の成績優秀者に限定された｡換言すれば､工業学校卒業者と専検の試

験検定合格者には出願資格は与えられなかった｡出願資格としての在学中の成績は､中学校第3､

4学年において首位から10分の2以内で､卒業試験の成績は首位から1口分の1以内にあった者と

された｡3年間にわたって安定して上位にあったことを要求しているのであるから､この要件は厳

しいものであったといえよう｡

これらの要件は､1916年以降にもそのまま継承された｡

③当初はこ特定の中学校を指定する方式をとらなかっT=.ただし､この方法で入学しT=者の入学

後の成績がよくない場合には､以後その出身中学校からの無試験検定の出願は認めないとされてい

た｡1916年以後は､このただし書はなくなったが､ ｢本校二於テ適当 卜認メタル中学校ヲ卒業シ

タ｣者に限定するようになった｡

④当初は､規定にみる限りいわゆる現役か浪人かを問わずに出願を認めていた｡1916年以降は

｢卒業ノ翌年迄｣つまり1浪までと限定されT:0

⑤無試験検定により入学させる人数枠は､当初は各科募集人員の約半数とされていたが､1916

年以降は ｢半数以内｣とされ丁こ｡

大阪高等=業が無試験検定入試を導入するに至っT=直接の動機は明らかでない｡官立高校は1910
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(明治43)年からこれを実施していT=し､1911(明治44)年に存在 しT:8校の官立高等工業

学校のうち､東京高工､名古屋高工､熊本商工､仙台高工､秋田鉱尊の5校は既に無試験検定入試

を導入していTこ｡米沢商工は大阪高工と同じ1911年4月に翌年から無試験検定入試を導入するこ

とを決めている｡1912年には､無試験検定入試を実施していない官立高工は京都高等工芸1校の

みであった*｡私立学校として出発した明治専門学校 も創立当初の1909(明治42)年から無試験

検定入試を導入していた.こうして無試験検定入試の導入が大勢となるなかで､大阪高工 もまた試験

桝ここの導入を決めTこのであっT=O試験的であるが故に当初は学則改正をせずに､内規によって施

行したということだったのではないだろうか｡

*京都高等=芸学校長中沢岩大は､1912年4月の直轄実業専門学校長会議の帝上､中学校成

績優秀者に先入学の特権を与える制度を廃止すべきだと主張 していた (文部省実業学務局 『直

轄実業専門学校長会議要録』1912年12月)｡無試験検定入試反対という同校の方針はその後 も

一貫 してお り､同校がこの方式を採用 したのは他校よりずっと遅い1938年度入試からであっ

た｡

無試験検定入試に関する上記の内規は ｢大正3-4年｣の 『学校一覧』までは変 らなかった0

1915(大正4)年5月の学則攻正により､無試験検定入試は学則に明記されるようになった｡

疎にみT:ように､出願資格などの基本的な点での変更はなかっTこといってよい｡数年の実鎖によっ

て規定を整備しT=､という程度の変更であった｡これ以後は､無試験検定による選抜方法について

はさいごまで変更はなかった｡

ととろで､大阪高工の 『学校一覧』には無試験検定入試の実績に関する記載がない｡同校の無試

験検定入試の実績を 『実業専門学校等入学志願者入学者こ関スル諸調査』によって整理すると表5

の如くである｡･(1924年以前のこの調査は目下のところ知られていない｡ )

これによると､1925年から1928年までの4年間の無試験検定による入学者は､例年全入学者

の10%前後であった｡大阪高工より早 く､1906(明治39)年から1925年まで無試験検定を実

施していた東京高工では､無試験検定による入学者の全入学者中の比率は初期には40%前後に達

していだが､のち次第に低下して1924年には10%台となっていた｡この東京高工の例 から察す

ると､大阪高工でも無試験検定による入学者は以前にはもっと多かったのかも知れない｡

なお試験方法別に合格率を調べてみると､無試験検定の合格率は試験検定のそれと大差なく､低

い年があったくらいであった(表6)｡審査の内実を知るすべはないが､これらの数字は無試験検

定出際者についても厳しい選抜が行なわれたことをしめている｡無試験検定に出願して不合格にな

った者のうち､身体検査に合格した者は一般の試験検定入革に出願できた｡このような経過を辿っ

て受験した者の合格率は､当然に最初から試験検定のみに出願LT:者のそれよりも高かっT=｡しか

し､表にみる限りはその合格率は､期待され7こ程には高くなかっ7こといえるのかも知れない｡とく
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表 5 大阪商工の試験検定無試験検定別の入学志願者 ･入学者 (1925- 1928)

入 学 志 願 者 受 故 者 入 学 者

試 験 柵試験 計 試 験 鮒試験 計 試 験 無試験 計
検 定 検 定 検 定 検 定 伏 在 検 定

1925(T14) 鞄 械 167 28 195 ム 7157 26 △ 7183 △ 434 6 44

舶用粒関 47 2 49 43 2 45 14 2 16

怒 気 146 34 180 △ 9137 32 △ 9169 △ 418 3 25

応用化学 96 8 104 △ '194 8 △ 1102 29 1 30

穣 造 108 ･9 117 ム 3104 9 △ 3113 △ 227 4 33

造 船 39 6 45 ム 138 6 △ 144 .△ 114 3 18

採鉱冶金 43 2 45 ･36 ≡2 ･38 18 3 21

計 646 89 735 △ 21609. 85 △ 21694 △ 1115422(ll.8) 187

1926(T15) 機 械 294 44 338 △ 17266 .28 △ 17294 △ 533 5 43

軸用挽関 53 3 56 48 3 51 13 4 17

電 気 248 56 304 A 24220 49 △ 24269 △ 5.17 4 26

応用化学 149 8 157 A 2131 6 △ 2137 △ 224 4 30

穣 造 94 ll 105 ム 288 ll △ 2･99 △ 127 7 35

造 船 49 1 50 40 1 41 13 4 17

採鉱冶金 39 1 40 37 1 38 20 1 21

計 926 _124 1.050 △ 45830 99 △ 45929 △ 1314729(15.3) 189

1927(S2) 機 械 279 35 314 A l8268 32 △ 18300 A. 832 4 44

舶用機関 86 2 88 △ 183 2 △ 185 18 1 19

屯 気 216 50 266 A､24199 50 △ 24249 △ 914 2 25

応用化学 151 10 161 △ 2141 ll △ 2152 27 3 30

横 道 125 .6: 131 △ 41.18. .6 △ 4124 △ 4･32 )1 37

造 船 74 8 82 ム 268 6 △ 274 △ 214 3 19

採鉱冶金 50 1 50 48 - 48 20 - 20

舶用鞄閑 go 5 85 ウ1 1 72 16 4 20

電 気 259 85 344 △ 40､221 67 △ 40288 21 4 25

応用化学 186 21 207 A .9163 14 △ 9177 ･27 4 31

頑 .追 145 .lO 155 △ 61301 7 △ 6137 36 2 38

造 .船 67 2 69 ､61 - 61 20 2 22

採鉱冶金 57 2 59 50 1 51 19 1 20

△をつけた数は.撫試験検定不合格者で更に試験検定を受けた者
外国人は除外してある｡

各年の F実業専門学校等入学志願者入学者二閑ヌル諸調査』による｡
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表6 大阪高工の試験検定 ･無試験検定別合格率 (1925-1928)

受検者 合格者 合格率.

1925 試験検定 609 154 25.3無試験検定 - 85 22 25.9

(T14) 無試験検定不合格で試験検定を受けた者 21 ll 5■2.4

1926 試験検定 830 147 17.7無試験検定 99 29 29.3

(T15) 細試験検定不合格で試験検定を受けた者 45 13 28.3

1927 試験検定 925 157 17.0無モ試験検定 107 14 13.1

(S12) 無試験検定不合格で試験検恵を受けた者 51 23 45.1

1928 試験検定 I,016 179 17.6鹿試験検定 ･116 20 17..3

表 5に よ る

に1928年には､ この経過で受験し丁二者で合格した者はいなかっ丁こ｡

競争率

大阪高工の1903(明治36)年以降の入学志願者 ･入学者の数を整理すると､表7の如 くであ

る｡

まず全体の傾向をみると､1905(明治38)年までは平均競争率が3倍を越えることはなかっ

た｡学科別にみると､機械科の競争率はつねに3倍程度であったが､窯業科のように競争がある年

でらl.5倍程度の学科 もあっTこ｡このような志願者の偏 りは､当然に入学者の成績に学科毎の偏 り
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表7 大阪高等工業の学科別入学志願者 ･入学者 (1903-1928)

槻 械 応用化学 敗 色 窯 業 頼 造 冶 金(採鉱冶金) 造 船 舶Jfl既的 寵 気 計 (鏡軸率)

19O3(M36) 41/123 15/33 8/15 i/4 15/25 ll/34 21/69 19/50 133/353 (2.65)

1905(38) 49/165 23/38 .7/7 6/6‥ 30イ41 17/38 2O/89 23/29 175/413 (2.36)

1906(39) 49/231 20/61 7/I? 40/64 25/101 21/113 18/32 180/615 (3.40)

1907(40) 49/269 20/85 さ/28 40/87 25/105 21/lO7 18/49 181/730 (4,03)

1908(41) 49/173 18/58 畠/19 38/63 25/66 20/49 17/39 38/】63 213/630 (2.96)

1909(42) 46/212 20/67 8/14 39/63 25/61 14/37 14/28 21/122 187/604 (3.23)

1910(43) 49/217 18/63 8/15 36/53 22/59 17/50.li/34 25/146 188/637 (3.39)

1911(44) 46/193 20/65 8/I/4 37イ67 22/38 16/44 17/25 22/127 188/573 (3.05)

1912(45) 47/176 21/82 8/22 40/70 22/33 16/46 18/18 25/162 196/609 (3.ll)

1913(T2) 48/244 20/99 i/16 39/108 23/62 17/63 17./53 23/227 196/872 (4.45)

1915( 4) 39/325 18/160 37/106 19/94 16/82 17/65 24/182 170/1.014(5.96)

1916( 5) 44/375 23/185 36/79 26/109 19/117 16/6O. 25/108 189/1.033(5.41)

1917( 6) 43/417 31/232 35ノ121 25/132 17/103 17./99 24/202 192/1.306(6.80)

1918( 7) 46/473 33/312 37/ltー6 25/143､20/168 18/102 26/204 205/1▲508(7.36)

1919( 8) 44/392 29/180 28/141 22/107 25/97 16/64､ 26/237 190/1,218(6.41)

1920( 9) 39/278 26/132 33/106 23/60 16/107､17/78 22/186 176/947 (5.38)

1921(10) 42/221 28/127 33/99 17/38 14/44 16./5(ー 27/189 177/768 (4.34)

1922(ll) 41/153 32/102 33/92 io/26 17ノ35 17/34 29/12/9 189/571(3.t)2)

1923(12) 43/127 3d/69 36イ92 17/21 15/24 14ノ34 25/148 180/515 (2.86)

1924(13) 40/198 29/9? 33/94,18/21 17/35 16/27.,24/1白4 177/651 (3.68)

1925(14) 46/197.30/104 33ノ117 21/45 ,18/45 17/50.26/182 191/740 (3.87)

1926(15) 45/342 30/157 36/106 21_/4b 17/51 17/56 27/3q9 193/I,061(5,50)

1927(S2) 44/314 30/162 37/131 20/51 19/82 19/88 26/270 195/1.098(5.63)

1928( 3) 44/402 31/211 39/157 21/61 22/69 20/85 26/351 203/1.336(6.58)

=霊62520859【14548# 446.534プ霊/30473518123411642 13364054
外国人は除外した｡

冶金科は1906(明治39)年から採鉱冶金科となっ1:｡
各年の r文部省年報｣による｡

を生じさせたと思われる｡1904(明治37)年から､出願に際して第3志望まで学科名を記入す

ることを認めるように狂ったのはそのためであろう.

1906(明治39)年以降は､平均競争率は3倍を越えるようになる｡競争率の低い窯業科でも

2倍前後になってきた｡これは､中学校の数が急速に増加しつつあったこと､日露戦争後の工業の

発達が少年達に工業界への展望を少しずつ開かせていったこと､などの影響とみることができよう｡
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とくに1908年に創設された電気科の人気はすさまじく､その競争率は1908年には機械科の3.5

倍をうわまわる4.3倍､翌 1909年には5.8倍にもなった｡ 電気科に志願者が集中する傾向はその

後も持続 していった｡

1913(大正2)年以降になると平均競争率は4倍を越えるようにな り､1918年にはついに7.4

倍にも達 した｡これは､第 1次世界大戦に伴 う工業界の繁栄の影響であったと思われる｡1920(大

正9)年か ら競争率が連年下降 したのは､大戦後の不況を敏感に反映した ものであろう｡前述のよ

うに､1921年か らは官立高校 も大阪高工と同じ3月に入試を実施することになったから､その影

響もあったであろう｡1922年頃か らは､たんに不況の影響だけでなく､高校､高農､高工､高商

の増設が相ついだか ら､競争率が低下するのは当然であった｡官立高等工業学校についてみれば､

1919(大正 8)年には東北帝大工学専門部 (1921年 より仙台高等工業 となる)をふくめて9校

に過 ぎなかったが､1920年に2校､1921年に2校､ (うち1校は明治専門学校の私立か ら官立

への移管 )1922年に2校､1923年に2校､1924年に2校､1925年に1校と6年間にじつに

ユ1校 も増設された｡このため､官立高工の本科入学者は1919年の989､名 (東北帝大工学専門部の

97名をくわえると1,086名 )か ら､1925年の2,444名へ と2.5倍近 くまで急増 した｡これが大

阪高工をふくむ官立高Zの競争率を陛かな りに緩和させる条件 となったことはいう-ませもない｡

1926(大正 15)年か ら競争率は再び上昇慣向に転 じT=｡ これは､一部は官立高手の新設がな

くなったことにもよろうが､基本的には進学熱の高揚によるとみるべ きであろう｡

創設か ら廃止までの全期間の学科別競争率を平均してみると､全休としては4.42倍であった｡そ

のなかで電気科 (7.59倍 )が群を抜いて高く､機械科 (5.75倍 )､応用化学科 (4.88倍 )､ 造

船科 (3.99倍 )がつづいT=｡最 も競争率が低かっT=のは染色科 (1.75倍 )､窯業科 (2.13倍 )

で､結局この2学科は早期に廃科となった｡

入学志願者 ｡入学者の入学前の学歴

大阪高工の 『学校一覧』には､入学志願者 ･入学者の入学前の学歴に関する記述はない｡『文部

省年報』では､入学者の入学前の学歴が1906(明治 39)年か ら1921(大正10)年 まで記載

されている(表8)｡これによると｡例年入学者の大部分は中卒者で占められ､工業学校卒業者が

lo名を越えたのは1921年だけであった｡専検の試験検定を経て入学 した者は､工業学校卒業者

よりもいっそう少なく､1人 もいない年 も稀れではなかった｡ただし､ 『文部省年報』には入学志

街着の入学前の学歴別内訳がないので､中卒者以外の学歴者がどのくらい受験 していT=のかは不明

であるからも入学者中に中卒以外の学歴者が少ない理由は明 らかでない｡

1921(大正 10)年についてはb入学志願者 ･入学者の入学前の学歴等の概要が 『文部時報』

恥43(1921年7月1日)に報ぜ られている｡それによると､中学校卒の志願者は669名で入学
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表8 大阪高工入学者の入学前の学歴 (1906-1921)

年 中学校卒 I琴学校冬 専検合格 計

1906(M39) 179. 1 - 180

1907( 40). ･176 2 2 180

1908( 41) 204 7 2 213

1909( 42) 182 5 - 187

1910( 43) 180 8 1 188

1911( 44) 184 4 188

1912( 45) 193 2 196

1913(T 2) 192 4 - 196

1914( 3) 186 3 - 189

1915( 4) 1̀63 7､. - 170 .

1916( ,5)～ 185 2 2 189

1917( 6) 187 4 1 192

1918(. 7) 194 6 5 205

1919( 8) 1..83 4 3 190

1920( 9) 162 6 8 176

1921( 10) 160 17 - 177

各年の 『文部省年報』による｡

者168名 (合格率25.1% )､実業学校卒の志願者は99名で入学者は17名 (合格率17.2%)で

LLhっT=_0

1925-1928年については､各年の 『実業専門学校等入学志願者入学者二関スル諸調査』に､

入学志頗者 B入学者の学歴別内訳等が詳細に報告されている(表 9)｡ この表中に ｢指定｣とある

のは､その学校の卒業者に専検の無試験検定合格の資格が与えられている学校の卒業者をさし､大

阪高工の場合にはそのほとんど全部が工業学校卒業者であるとみてよい｡｢検定｣とあるのは､車

検の試験検定合格者をしめす｡

この4年間についてみると℃推測されT=ことではあるがや専検の試験検定を経T=受験者は例年極

めて少数であっT=ことがわかる｡=業学校卒業の志願者は140名前後b全志願者の1割強を占め

るのがふつうであった｡エ卒者の志願者 ｡入学者中の比率の平均は次の如くであった｡
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表9 大阪高工の入学志願者 ･入学者の学歴 (1925- 1928)

分母は受験者教,分子は入学者数

単科+++ 採治 造船 頼造 応化 電気 船機 既械 計 (合格率 )

1925 中 卒 15 14 ｣塾 旦 j迫 15. 遊 憲 (26.3)

33 34 110 74 158 40 155

指 定 6 4 0 6 0 ⊥ 旦 忠 (21.4)12 11 7 30 22 9 40

(T14) 検 定 -

計 旦 ia ー塾 遡 j迫 16 44 罵 (25.4)45 45 117 1ひ1 180 49 195

1926 中 卒 旦 _圭旦 _塾 旦 旦 16 34 諾 (19.4)

35 42 99 107 277 42 289

指 定 0 1 0 3 1 1 8 義 (9.0)5 7 6 50 27 14 47

(T15) 検 定 l l ÷ (66.7)1 2

計 21 17 35 30 26 17 43 了荒 く18.0)40 50 105 157 304 56 338

1927 中 卒 旦 ユ旦 旦 Bi 旦 _退 避 諜 (17.86)

35 68 . 125 129 244 73 272

指 定 3 3 0 8 3 1 4 義 .(15.27)-15 14 6 34 21 14 40
(S2) 検 定 0 0 0 2 i (40.0)1 1 1 2

計 20 19 37 29 25 19 坐 了籍 (17.62)50 82 131 1朗 芦66 88 314

1928 中 家 19 22 33 30 25 18 41 鷲 (16.1)

47 57 143 172 323 70 353

指 定 1 0 5 1 0 2 2 港 (7.5)12 12 12 35 17 14 45

(S3) 検 定 0 0 i (0.)4 1

計 _;迫 Ba 38 31 25 20 Aa 港 (15.1)

各年の F実業専門学校等入学志軒者入学者二閑スル諸調査』による｡

数字は原表のまま｡
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1921 1925 1926 1927 1928

志 願 者 中 の 工 卒 者 (% )

入 学 者 中 の 工 聾 者 (%)

12.9 17.8 14.9 12.8 11.2

9.2 15.0 7.4 11.3 5.0

中学校と工業学校 とでは学科課程が違っているのに､試験科目とその程度が中学校卒を基準にさ

れていたことを考えると､工業学校卒業者はがんばっていたというべ きであろう｡なお､工卒者の

合格率および工卒者が入学者中に占める比率は､比較的高い年と前年の半分程の年とが隔年になっ

ていることが注目されるが､その理由は不明である｡

競争率が学科によって違っていたから合格率 も科によって違 う｡人気の高かった電気科は工卒者

にとってはとくに厳しい科であった｡

まとめにかえて

本稿では､筆者は大阪高工の入学者選抜の制度 とその変遷を明らかにすること自体を目的とした｡

この所期ゐ目標iこ照らしてみると予期以上に種々な事実を明らかにし得T=と思っている｡しかし､

これまで調べた盛岡畠等農林や東京高等工業などの入学者選抜制度の歴史に比較してみると､特別

に重要な新たな発見はなかっT=ように患える｡強いて一つの成果 といえば､判明しにくいかと思わ

れた専門学校令以前の入学者選抜に関する制度の概略が意外に明らかになったことくらいであろう

か.I前おきをこの位にして､若干の感憩を記しておく｡

専門学校令以前の大阪高工は､中卒者には5科目､中卒でない者には10科目に及ぶ学科試験を

課して選抜をしていた｡中学校がまだ充分には普及していない時期だから､学歴ではなく学科試験

で選抜したのは当然 といえば当然だが､この時期の入学者の入学前の学歴や選抜の実態が解明でき

ないのがいかにも残念である｡

規則だけだが､発足時か ら入学者選抜を学科試験の結果だけで実姉していT=ことも､周知のこと

とはいえ改めで確認されているo他の学校の例からみて学科試験はいわゆるペーパーテストであっ

たと患われるが､確認したいことであった｡

専門学校令以前の東京工業学校では､生徒の推薦を地方庁に依頼 したり､入学者選抜を地方庁あ

るいは地方の尋常中学校に依嘱するなど､生徒の募集や選抜には種々な方策を試みていた｡これに

くらべると大阪高等工業は､1886年に中等程度の実業学校と発足 した当時は もちろんのこと､

1899年に専門学校程度の学校 となってからも､基本的には自校の手のみで募集と速技を実施して

いた｡1902年以前のデータが不詳なので確言はできないが､1903年以降のデータからみれば､

後年樫の競争率にはな らなかったにしても､自力で応募者を集めることはでき丁こように思われる｡

東京工業学校 とは10年程の時代差､お りからの産業革命の始まった大阪という立地がこれを可能
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にしたのであろうか｡東京高工は1905年まで地方入試を実施したのに､大阪商工はついに地方入

試を一度 も行なわなかった｡

大阪高二は創設の時から東京高工の手嶋精一の影響を受けていT=といわれるが､入学者選抜の方

法は全く独自に実施されていT=ことは､注目してよいのか も知れない｡たとえば無試験検定による

入学者選抜方式を併用することも東京高工i:りずっと廃れていたし､東京高工がこの方式を廃止し

ても大阪高工は最後まで続けている｡高等学校大学予科は1902年から統一的な選抜方式を採用す

るようになっT=｡同じ官立学校でも専門学校では同種の学校でも選抜方式の統一はしなかっT=わけ

である｡試みられたのは選抜期日に関する同種校同士の協調だけであっT=O (これまでの筆者の知

見では､官立医学専門学校のみは､ある時期から選抜方式を統一したのではないかと思われるのだ

が､目下のところ調査不充分のため未詳である｡)

大阪商工の入学者選抜制度は､専門学校令以後は､1912年から無試験検定入試を併用するよう

になったこと､入試の期日を1911年からは4月上旬に､学年4月始期になってからは3月末に実

施するようになったこと､5科目であった学科試験科目のうち1910年から国語が除かれたこと､

などの若干の変化を別とすれば比較的長期にわたって安定していたO選抜方法をしばしば変更した

盛岡高等農林学校がこの点で例外的であったのかどうかは､tもう少し広範な調査をしなくては確言

はできない｡

年を追って大阪高工の入試をめぐる競争率は激化する障向にあっ王to適抜方法の上で工業学校卒

業者に対する特別な配慮がなかっTこT=めもあり､工卒の受験者 ･入学者は感めて僅かであらた.こ

れは､農業学校卒業者を比較的多く入学させた高等農林､商喪学校卒業者を比較的多く受け入れた

毎等商業と著しく異なる点であっTこ｡

さいごに資料について一貫しておく｡

入学者選抜に関する研究がおくれている理由の一つは1演技に関する資料は公開されにくい性質

をもっているからであるOしかし､当該校の 『学校一覧』などを利用すれば､入学者選抜の制度は

かなり明らかにし得ることが､今回の調査でもわかっできT=.こうなると､ 『学校一覧卦を多数揃

えている公共的な図書館のないことが難点になっ㌧てくる｡この調査研究をまとめ得たのは､大阪高

三の 『学校一覧』を殆ど全部にわT=って調査することができT=からである｡

筆者が参照しT=大阪高工の 『学校一覧』を以下にまとめて記しておく｡

『大阪工業学校一覧』

｢従明治30年 至明治31年｣ (1898年 1月)

｢従明治31年 至明治32年｣ (1899年 1月)

｢従明治32年 至明治 33年｣ (1899年 12月)

｢従明治33年 至明治34年｣ (1901年 2月)
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『大阪高等工業学校一覧』

｢従明治34年 至明治 35年｣

｢従明治35年 至明治36年｣

｢従明治36年 至明治37年｣

｢従明治37年 至明治38年｣

｢従明治38年 季明治39年｣

｢従明治39年 至明治40年｣

｢従明治40年 至明治41年｣

｢従明治41年 至明治42年｣

｢従明治42年 至明治43年｣

｢従明治43年 至明治44年｣

｢従明治44年 至明治 45年｣

｢自大if 2年 至大正 3年｣

｢自大正 3年 至大iE 4年｣

｢自大正 4年 至大正 5年｣

｢自大正 5年 至大正 6年｣

r自大正 6年 至大正 7年｣

｢自大正 7年 至大正 8年｣

｢自大正 8年 至大正 9年｣

｢自大正 9年 至大正 10年｣

｢自大正10年 至大正11年｣

｢自大正 11年 至大正 12年｣

｢自大正12年 至大正 13年｣

｢自大正 13年 至大jI三14年｣

(1902年 1月 )

(1903年 2月 )

(1904咋 1月 )

(1904年12月)

(1905年 12Fi])

(1907年 1月 )

(1907年 12月)

(1908年 12月 )

(1909年 12月 )

(1910年 12月 )

(1911年 12月 )

(奥付欠損 )

(1914年 12月)

(奥付欠損 )

(1916年10月 )

(1917年11月)

(1919年 2月 )

(1920年 1月)

(1921年 2月 )

(1922年 4月 )

(1922年12月 )

(1924年 3月 )

(1924年10月)

｢自大正14年4月至大正15年3月｣ (1925年 12月 )

｢自大iE15年4月至昭和2年3月｣ (1927年3月 )

r自FTl-1和2年4月 至昭和3年 3月｣ (1927年 11月)

｢自EWi和3年4円 至Wl)和4年3月｣ (1928年 12月 )

本稿では ｢従明治 34年至明治35年｣とするところを ｢明治34-35年｣ と略記してある｡｢明

治45-大正2年｣に相当するものは筆者未見である｡

『学校一一塩Jl等に記載 されT=条文によって選抜制度を再姓してみることはできるが､ここには一

つの重大な難点がある｡規則どお りに実施されTこか どうかが確認されているわけではないからであ
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るo l:とえば大阪岳Iは､学則を変更せずに内規によって1913年か ら無試験検定入試を併用する

ことになっにが､ もしこの内規が す'学校一一覧』に記載 されていなか っT=とすれば､ この事実を知 る

ことは容易ではなかっTこ筈である｡筆者の調査研究は､ 目 卜のところ､入学者の逮抜は学則の記載

どお t)に実地 されT;であろうことを重要な的樫 として記述 されているのである｡

さいごになったが､ この調査研究については､資料閲覧の面で朴木佳緒圏 (神百大学 )､横山悦

生 (京都大学大学院4:.)､国立国会図書館､神百大学附属六甲台図書館､京都大学附属図書館に大

変お世話になっγこ｡記して謝意を表する｡

〔付記〕本稿は､昭和 60年度科学研究費補助金 (一般研究 T3)を受けT=｢わが国大学入学 試験

制度の総合的調香研究 (ア-テ ィキュレイシ ョン問gl'を中心に)｣の研究成果の一部であるO
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大 阪 高 等 工 業 学 校 の 入 学 者 選 抜~制 度 史 略 年 表

h ‥学 資 可 入 学 試 験 科 目

1896(Li29)

97

98

99

1900(L133)

01

02

03

04

1905(M38)

06

07

08

09

1910(M43)

11

12

13(T 2)

14

1915(T4)

16

17

18

19

1920(V9)

21

22

23

24

1925(T14)

26

27(82)

28

1929(84)

5,大願工業学校設立(晩軌応化娘･瀞14年以上25年以下,副 ､卒以上｡ ･8科目(読.作,#.代,級.物.英,岡)
色窯業.改造.冶金の6学科)

6.学則を大幅に改正｡

船体,鰯閑の2学科増軌 8学科
となる｡

5.大阪高等工業学校と改称｡

(4.専門学校令施行)

熊色科廃山 7学科となる｡

昭気科設置､8学科となる｡

窯業科廃止.7学科となる｡

この年3:り学年4月始期制｡

工業教員養成所を附殻

(開晩 応化 電気の3学科 )

削 7よ 上25年以下側 .1｡科よ読朋 ft 私
良(募集人員の半数)以内なら無(試｡ 中卒程度ただし中卒者は5科目

刺
夷
乱
国
ヒ
化
n日払
物

三
は

1選抜卿 [軸
瀞17年以上の男子.巾卒.工執 噂･5科目(国,莱. 9.1-
枚合格.または高検合格｡ 艶物化因)

6月下旬.-

6月下旬･～

6.29.-

6.29-7.5

6.29.-7.5

6.26.-7.3

4科目(莱.軌 6.25-7.2
物化.図)

･無モ乱戦検定
入試を併用

･無鼓暁検定の併用を
学則に明記する｡

1
5科目(英.敬
物,化,捕 )

4月上旬

4.7-

4.7-

3,27.28

3.24,25

3.14.21

3.25.27

3.18,20

3.24..-27

3.ユ9.-21

3.18.-21

3.18-21

3.23.-26

3.17.-20

4科目(莱,軌 3.24-27

･1学科のみ触

･第3志望まで 指

.…三ま で 指

4.大阪工業大学発足
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